
地
域
活
性
化
へ
催
し
連
動
開
催

向
島
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ

　
墨
田
区
の
「
向
島
百
花
園
」
が
今
年
二
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
連
動
さ
せ
て
展
開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
向
島
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
０
４
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
十
五
日
、
同
区
墨
田
一
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
「
現
代
美
術
製
作
所
」

で
行
わ
れ
た
。

　
「
向
島
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
０
４
」
は
、
地
域
の
中
に
創
造
と
交
流
の
場

を
提
供
し
、
歴
史
や
文
化
遺
産
の
再
発
見
、
新
た
な
地
域
文
化
の
創

造
、
新
規
産
業
の
誘
発
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。

　
今
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
資
生
堂
工
作
所

（
東
向
島
二
）
の
壁
画
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
こ
ど
も
が
彩

る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
有
志
で
組
織
す
る
「
向
島
学
会
」
を
中

核
と
す
る
実
行
委
員
会
の
主
催
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
実
行
委
員
長
の

飯
田
利
一
・
向
島
法
人
会
会
長
は
「
い
ろ
い
ろ
な
文
化
的
な
行
事
を

連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
を
少
し
ず
つ
活
性
化
さ
せ
、
そ
の
動
き

が
さ
ざ
波
か
ら
う
ね
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

東
京
新
聞
５
月
１
６

日
に
、
１
５
日
の
サ

ロ
ン
後
に
行
わ
れ
た

「
向
島
イ
ヤ
ー
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
」
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

始まりました始まりました
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とぴっくすとぴっくす

向
島
学
会
で
は
今
年
度
の
活
動
計
画
と
し
て
、

　（
１
）「
向
島
イ
ヤ
ー
」
関
連
企
画
の
実
施
・
協
力

　（
２
）「
交
流
の
サ
ロ
ン
」
の
開
催

　（
３
）「
向
島
大
学
（
仮
称
）」
及
び
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
催

　（
４
）
商
店
街
等
に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
拠
点
」
の
創
出

　（
５
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
取
得

　（
６
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
挙
げ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、

向
島
Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
２
０
０
４
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
順
次
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
。

（
予
告
）
　
向
島
学
会
第
３
回
交
流
の
サ
ロ
ン

（
都
市
計
画
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
０
４
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
兼
ね
て
）

●
テ
ー
マ
：
「
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
」

●
日
　
時
：
７
月
２
４
日
（
土
）　
午
後
１
時
半
～
４
時

●
会
　
場
：
東
武
博
物
館
ホ
ー
ル

墨
田
区
東
向
島
４
・
２
８
・
１
６

↓

向島学会向島学会
第３回定期総会第３回定期総会
開催されました開催されました



向
島
学
会
第
３
回
定
期
総
会

報
告

予算 項目 決算
793,987 前年度繰越金 793,987
入会金
　正会員　15年度　5名 15,000
　正会員　14年度　1名 3,000
　学生会員　15年度　8名 8,000

70,000 小計 26,000
年会費
　正会員　15年度　50名 150,000
　正会員　14年度　6名 18,000
　学生会員　15年度　9名 9,000

200,000 小計 177,000
交流のサロン参加費
　第1回サロン 0
　第2回サロン 0
　第3回サロン 3,000
　第4回サロン 9,000
　第5回サロン 95,000
　第6回サロン 10,000

60,000 小計 117,000
60,000 向島学会誌売上計 44,660
受託業務
○墨田区向島地区における
商店街空き店舗の調査 1,250,000
○まちづくり団体活動情報
整理 100,000
0 小計 1,350,000
0 寄付 10,000
0 雑収入 2,000
0 利息 11

1,183,987 収入合計 2,520,658

収入の部

予算 項目 決算
60,000 ホームページ管理費 38,482
60,000 交流サロンの運営費 129,238
160,000 向島学会企画補助費 16,137
50,000 資料複写費 13,580
60,000 郵便・通信費 0
60,000 会計等の事務費 0
60,000 雑費 17,363
400,000 ドキュメント作成費 15,000
20,000 ニュースレター作成費 0
50,000 外国人向け等広報費 0
203,987 予備費 0
受託業務作業費
○墨田区向島地区における
商店街空き店舗の調査 1,250,000
○まちづくり団体活動情報
整理 50,000
0 小計 1,300,000
次年度繰越金 990,858

1,183,987 支出合計 2,520,658

支出の部

　
２
０
０
４
年
４
月
２
４
日
（
土
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
向
島
学
会
第
３
回
定

期
総
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
議
案
の
う
ち

平
成
１
５
年
度
活
動
報
告

平
成
１
５
年
度
決
算
報
告

平
成
１
６
年
度
活
動
計
画

平
成
１
６
年
度
予
算
計
画

向
島
学
会
会
則
改
正

平
成
１
６
年
度
役
員
体
制

に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

******************************************************************

○
平
成
１
５
年
度
の
活
動
報
告
（
概
要
）

（
１
） 

「
交
流
の
サ
ロ
ン
」
の
開
催

　
会
員
及
び
各
部
会
の
研
究
発
表
の
場
と
し
て
「
交
流
の
サ
ロ
ン
」
を
６
回

開
催
し
た
。
毎
回
３
０
名
程
度
の
参
加
者
を
得
た
。
各
回
の
テ
ー
マ
と
話
題

提
供
者
等
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

◆
第
１
回
「
白
鬚
防
災
団
地
再
開
発
を
振
り
返
る
」

(

平
成
１
５
年
５
月
３
１
日)

　
会
場
：
す
み
だ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、司
会
進
行
：
曽
我
高
明

　
話
題
提
供
：
高
野
公
男
、
吉
川
仁
ほ
か

◆
第
２
回
「
ま
ち
の
拠
点
と
し
て
の
建
物
の
活
用
」

（
平
成
１
５
年
７
月
２
８
日
）

　
会
場
：
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
司
会
進
行
：
藤
野
雅
統
、
長
谷
川
栄
子

　
話
題
提
供
：
大
崎
元
、
高
木
新
太
郎
、
真
野
洋
介
ほ
か

◆
第
３
回
「
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
模
擬
体
験
）」

（
平
成
１
５
年
１
０
月
５
日
）

　
会
場
：
一
寺
言
問
集
会
所
、
司
会
進
行
：
岡
田
昭
人
、
藤
野
雅
統

　
話
題
提
供
：
渡
辺
喜
代
美
、
真
野
洋
介
、
田
上
信
行
、
渡
辺
直
他

◆
第
４
回
「
京
島
に
お
け
る
路
地
空
間
の
活
用
・
改
善
」

（
平
成
１
５
年
１
２
月
１
４
日
）

　
会
場
：
京
島
キ
ラ
キ
ラ
会
館
、
司
会
進
行
：
長
谷
川
栄
子
、
藤
野
雅
統

　
話
題
提
供
：
藤
井
正
昭
、
真
野
洋
介
、
佐
原
滋
元
ほ
か

◆
第
５
回
「
向
島
と
現
代
民
俗
学
」

（
平
成
１
６
年
１
月
２
３
日
）

　
会
場
：
向
島
百
花
園
御
成
座
敷
、司
会
進
行
：
高
原
純
子

　
話
題
提
供
：
森
栗
茂
一
、
佐
原
滋
元
、
曽
我
高
明
、
真
野
洋
介
他

◆
第
６
回
「
商
店
街
の
空
き
店
舗
再
生
」

（
平
成
１
６
年
３
月
１
４
日
）

　
会
場
：
現
代
美
術
製
作
所
、司
会
進
行
：
渡
辺
慎
二

　
話
題
提
供
：
真
野
洋
介
、
曽
我
高
明
、
高
木
新
太
郎
他

（
２
） 

商
店
街
の
空
き
店
舗
の
活
用
に
係
る
調
査
研
究

◇「
密
集
市
街
地
整
備
の
啓
発
活
動
等
の
推
進
に
関
す
る
調
査
」（
ハ
ウ
ジ
ン

グ
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
）
を
受
託
し
、
向
島
の
３
商
店
街
（
鳩
の
街
、

京
島
橘
キ
ラ
キ
ラ
、
玉
の
井
い
ろ
は
通
り
）
に
お
い
て
空
き
店
舗
の
現
状
と

課
題
等
の
調
査
を
行
い
、空
き
店
舗
の
活
用
に
係
る
計
画
検
討
を
行
っ
た
。

◇
「
向
島
バ
ウ
ハ
ウ
ス
構
想
（
仮
称
）」（
向
島
の
総
合
的
な
文
化
活
動
拠
点

構
想
）
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
既
存
の
取
り
組
み
や
他
地
区
の
事

例
研
究
等
を
も
と
に
区
内
の
廃
校
に
お
け
る
検
討
を
進
め
た
が
、空
き
店
舗

の
活
用
に
お
い
て
同
構
想
の
具
体
化
を
図
っ
た
。

（
３
） 

向
島
イ
ヤ
ー
の
企
画
検
討

◇
平
成
１
６
年
は
、
向
島
百
花
園
の
開
園
２
０
０
周
年
、
す
み
だ
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
開
館
１
０
周
年
な
ど
の
向
島
の
歴
史
や
文
化
を
語
る
上
で
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
１
６
年
を
「
向
島
イ
ヤ
ー
」
と
し
て

設
定
し
、
そ
の
趣
旨
と
企
画
の
柱
、
実
行
体
制
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

◇
企
画
は
、
向
島
の
「
歴
史
と
文
化
の
再
発
見
」、「
新
た
な
地
域
文
化
の
創

造
」、「
新
規
産
業
の
誘
発
」
を
３
本
柱
と
し
て
、
平
成
１
６
年
５
月
～
１
１

月
に
か
け
て
各
イ
ベ
ン
ト
を
ゆ
る
や
か
に
結
び
つ
け
、向
島
の
魅
力
を
内
外

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
向
島
内
外

の
関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
し
、
向
島
法
人
会
、
三

寺
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、日
本
都
市
計
画
家
協
会
等
と
の
連
携
を
進
め
た
。

（
４
） 

会
員
企
画
等
の
支
援

◇
下
記
の
示
す
会
員
の
主
体
的
な
企
画
に
つ
い
て
、向
島
学
会
と
し
て
後
援

又
は
協
力
し
た
。

一
寺
小
地
域
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
仮
設
市
街
地
研
究
会
等
）

平
成
１
５
年
度
大
阪
外
語
大
学
向
島
留
学

ア
サ
ヒ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
ツ
マ
マ
レ
、RI

C
E
+

、
自
転
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
）

空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
展
・
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
等
（R

I
C
E
+

）

向
島
の
ス
ポ
ー
ツ
企
画
開
発
・
グ
リ
ー
ン
マ
ッ
プ
づ
く
り
等

（
現
代
美
術
製
作
所
）

（
５
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

◇
向
島
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
領
域
を
拡
大
し
、掲
載
デ
ー
タ
の

充
実
を
図
る
た
め
、ド
メ
イ
ン
を
新
た
に
獲
得
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
め
た
。

「
活
動
の
記
録
」
や
「
資
料
室
（
検
索
可
）」「
会
員
の
ペ
ー
ジ
」
等
を
立
ち
上

げ
、
向
島
に
係
る
出
版
物
・
研
究
論
文
等
の
リ
ス
ト
等
の
充
実
を
図
っ
た
。

（
６
） 

役
員
会
の
開
催
等

◇
役
員
会
は
６
回
開
催
し
、
開
催
案
内
と
議
事
録
を
公
開
し
た
。
な
お
、
会

長
退
任
等
に
伴
い
、
活
動
計
画
で
示
し
た
向
島
在
住
在
勤
会
員
の
拡
大
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
等
は
、当
初
の
計
画
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。事
務
局
機
能
に
係
る
体
制
強
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

■
平
成
１
６
年
３
月
３
１
日
現
在
の
会
員
数
※

　
総
数
５
７
名
（
一
般
４
８
名
、
学
生
９
名
）

　
う
ち
平
成
１
６
年
度
新
規
会
員
１
３
名
（
一
般
５
名
、
学
生
８
名
）

※
た
だ
し
平
成
１
５
年
度
会
費
納
入
者

参
考
　
平
成
１
５
年
度
会
費
未
納
者
１
７
名（
う
ち
学
生
５
名
）上

記
会
員
数
に
含
ま
ず

******************************************************************

○
平
成
１
５
年
度
の
決
算
報
告

２
０
０
３
年
度
決
算
報
告
書

自
：
２
０
０
３
年
４
月
１
日
　
至
：
２
０
０
４
年
３
月
３
１
日

な
お
、
下
記
収
支
決
算
は
監
査
済
み
で
あ
る
。

******************************************************************

○
平
成
１
６
年
度
の
活
動
計
画

（
１
） 

「
向
島
イ
ヤ
ー
」
関
連
企
画
の
実
施
・
協
力

　「
向
島
イ
ヤ
ー
」（
平
成
１
６
年
５
月
～
１
１
月
）実
施
の
中
核
と
な
り
、「
歴

史
と
文
化
の
再
発
見
」、「
新
た
な
地
域
文
化
の
創
造
」、「
新
規
産
業
の
誘
発
」

に
係
る
企
画
に
つ
い
て
、
関
連
団
体
と
連
携
し
て
実
施
・
協
力
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
向
島
イ
ヤ
ー
」
全
体
及
び
そ
の
中
心
企
画
の
「
向
島
百
花

園
開
園
２
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
」
の
事
務
局
業
務
を
担
い
、
企
画
・
広
報
・
記

録
等
を
行
う
。
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
都
市
計
画
家
協
会
の
「
都
市
計

画
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
な
ど
と
の
連
携
を
図
る
。
ま
た
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
つ

つ
、
平
成
１
７
年
度
「
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
向
島
開
催
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
。



***************************************************************

○
平
成
１
６
年
度
予
算
計
画

（
２
） 

「
交
流
の
サ
ロ
ン
」
の
開
催

　
会
員
の
研
究
発
表
、
活
動
報
告
、
研
鑽
及
び
交
流
の
場
と
し
て
「
交
流
の
サ

ロ
ン
」
を
６
回
程
度
開
催
す
る
。

　
開
催
に
当
た
っ
て
は
、「
向
島
イ
ヤ
ー
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
と
す
る
。

（
３
） 

「
向
島
大
学
（
仮
称
）」
及
び
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
催

　
向
島
学
会
の
会
員
な
ど
を
講
師
と
す
る
講
座（
有
料
）と
向
島
の
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
（
有
料
）
を
開
催
す
る
。

　
開
催
に
当
た
っ
て
は
、「
向
島
イ
ヤ
ー
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
す
る
。

（
４
） 

商
店
街
等
に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
拠
点
」
の
創
出

　
商
店
街
の
空
き
店
舗
調
査
の
成
果
を
活
か
し
、商
店
街
の
空
き
店
舗
等
を
活

用
し
た「
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
拠
点
」の
確
保
と
そ
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
検

討
し
、
拠
点
創
出
を
め
ざ
す
。

　
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
活
動
を
「
向
島
イ
ヤ
ー
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
位
置
づ
け
、墨
田
区
や
商
店
街
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
る
。

（
５
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
取
得

　
事
務
局
機
能
を
強
化
し
、会
計
や
記
録
等
の
管
理
業
務
体
制
を
整
え
る
と
と

も
に
、
助
成
財
団
等
か
ら
の
資
金
調
達
を
計
画
的
に
実
施
す
る
体
制
を
整
え

る
。
　
設
立
当
初
よ
り
懸
案
と
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
取
得
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

（
６
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
向
島
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
資
料
室
」
や
「
活
動
報
告
」
等
を
充
実
さ

せ
る
。

***************************************************************

○
向
島
学
会
　
会
則
（
改
正
）

１ 

（
名
　
称
）

本
会
は
、向
島
学
会(

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 o
f
 M
u
k
o
j
i
m
a
 S
t
u
d
i
e
s
)

と
称
す
る
。

２ 

（
事
務
所
）

本
会
は
、
主
た
る
事
務
所
を
、
東
京
都
墨
田
区
に
置
く
。

３ 

（
目
　
的
）

本
会
は
、
墨
田
区
向
島
地
域
に
関
す
る
学
術
・
芸
術
等
の
成
果
を
集
約
し
、

そ
れ
ら
を
地
域
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
向
島
地
域
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
広
く
情
報
発
信
・
行
動
提
案
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

４ 

（
活
　
動
）

本
会
は
、
前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
活
動
を
行
う
。

・
向
島
地
域
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
整
理

・
向
島
地
域
に
関
す
る
情
報
の
交
換
・
提
供

・
向
島
地
域
の
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
・
提
言

・
会
員
の
資
質
向
上
及
び
向
島
地
域
の
人
材
育
成

・
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
活
動

５ 

（
入
　
会
）

会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
、会
員
２
名
の
推
薦
及
び
会
費
の
納
入
を
必

要
と
す
る
。

６ 

（
会
　
員
）

会
員
は
、本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、活
動
に
主
体
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

活
動
の
成
果
を
会
に
提
供
す
る
個
人
を
対
象
と
す
る
。

７ 

（
賛
助
会
員
）

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
活
動
に
協
力
す
る
個
人
、
各
種
法
人
、
団
体
を
本

会
の
賛
助
会
員
と
す
る
。

８
　（
会
　
費
）

会
員
は
、付
則
に
お
い
て
定
め
る
金
額
の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
９
　（
退
会
・
除
名
）

会
員
は
、
退
会
し
た
と
き
又
は
除
名
さ
れ
た
と
き
に
資
格
を
喪
失
す
る
。な

お
、
会
員
が
本
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
、又
は
本
会
の
目
的
に
違
反
す
る
行
為

が
あ
っ
た
と
き
、
年
会
費
を
１
年
以
上
滞
納
し
た
と
き
は
、総
会
の
議
決
を

経
て
、
会
長
が
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
会
員
に
弁
明
す

る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
０
（
役
　
員
）

本
会
は
、
次
の
役
員
を
置
く
。

会
　
長
　
　（
本
会
を
代
表
す
る
：
１
名
）

副
会
長
　
　（
会
長
を
補
佐
す
る
：
２
名
）

理
　
事
　
　（
会
務
を
統
括
・
執
行
す
る
：
若
干
名
）

幹
　
事
　
　（
会
務
に
関
し
助
言
す
る
：
若
干
名
）

監
　
査
　
　（
会
計
及
び
会
務
執
行
を
監
査
す
る
：
２
名
）

役
員
は
、会
員
の
う
ち
か
ら
総
会
に
お
い
て
選
任
し
、任
期
は
２
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

１
１ 

（
会
　
議
）

年
一
回
、
全
会
員
に
よ
っ
て
総
会
を
開
催
す
る
。

本
会
は
、
分
野
別
に
部
会
を
設
け
る
。
ま
た
、
二
ヶ
月
に
一
回
程
度
の
割
合

で
「
交
流
の
サ
ロ
ン
」
を
開
き
、
意
見
交
換
を
行
う
。

１
２ 

（
活
動
経
費
）

本
会
の
活
動
経
費
は
、
会
費
、
協
賛
金
、
助
成
金
な
ど
に
よ
っ
て
賄
う
。

１
３ 

（
会
計
年
度
）

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
始
ま
り
、
翌
年
３
月
３
１
日
に
終

わ
る
。

１
４ 

（
事
務
局
）

会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
事
務
局
を
お
く
。
事
務
局
に
は
、
事
務
局
長

及
び
事
務
局
員
を
若
干
名
置
く
。
事
務
局
員
の
任
免
は
、
理
事
会
の
同
意
を

得
て
会
長
が
行
う
。

１
５ 

（
会
則
の
改
正
）
本
会
則
は
、
会
員
の
過
半
数
の
同
意
が
な
け
れ
ば
改

正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

１
６ 

（
補
　
則
）

本
会
則
の
施
行
に
必
要
な
規
則
は
、
別
に
定
め
る
。

<

付
則>

（
１
） 

こ
の
会
則
は
、２
０
０
２
年
４
月
２
０
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
０
０
３
年
５
月
３
１
日
一
部
改
正

２
０
０
４
年
４
月
２
４
日
一
部
改
正

（
２
） 

会
費
は
、
以
下
の
通
り
と
す
る
。

入
会
金
：3

,
0
0
0

円
（
た
だ
し
、
学
生
会
員
は1

,
0
0
0

円
）

年
会
費
：3

,
0
0
0

円
（
た
だ
し
、
学
生
会
員
は1

,
0
0
0

円
）

賛
助
会
員
は
、
個
人
：
１
口3

,
0
0
0

円
　
１
口
以
上

　
　
　
　
　
　
法
人
：
１
口10,000

円
　
１
口
以
上

な
お
、
団
体
の
賛
助
会
員
は
、
適
宜
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
本
会
の

活
動
に
協
力
を
得
る
も
の
と
す
る
。

年
会
費
の
納
入
は
年
１
回
と
し
、毎
年
度
の
５
月
末
日
ま
で
に
前
納
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
新
規
会
員
は
、
入
会
時
に
入
会
金
と
そ
の
年
度

の
年
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

******************************************************

○ 

平
成
１
６
年
度
役
員
体
制

会
　
長
：
高
木
　
新
太
郎
（
新
任
）

◎

副
会
長
：
佐
原
　
滋
元
（
Ｉ
Ｔ
担
当
）

◎

　
　
　
　
渡
辺
　
慎
二
（
新
任
）

◎

理
　
事
：
高
原
　
純
子
（
会
計
担
当
）

◎

　
　
　
　
阿
部
　
洋
一

◎

　
　
　
　
臼
井
　
征
子

（
事
務
所
担
当
）

◎

　
　
　
　
北
條
　
元
康
（
ニ
ュ
ー
ス
担
当
）

　

◎

　
　
　
　
古
橋
　
良
文
（
Ｉ
Ｔ
担
当
、
新
任
）

◎

　
　
　
　
嘉
藤
　
笑
子

○

　
　
　
　
曾
我
　
高
明
（
向
島
イ
ヤ
ー
事
務
局
長
）

　

○

　
　
　
　
中
山
　
　
誠
（
会
計
担
当
、
新
任
）

○

　
　
　
　
山
本
　
俊
哉
（
総
務
担
当
）

□

　
　
　
　
真
野
　
洋
介
（
事
務
局
長
）

□

　
　
　
　
長
谷
川
栄
子
（
事
務
局
次
長
、
新
任
）

□

　
　
　
　
大
崎
　
　
元
（
編
集
長
ニ
ュ
ー
ス
担
当
、
新
任
）

□

幹
　
事
：
小
川
　
幸
男

○

　
　
　
　
森
栗
　
茂
一

□

　
　
　
　
藤
野
　
雅
統
（
新
任
）

□

監
　
査
：
大
場
　
森
夫
（
新
任
）

◎

　
　
　
　
渡
辺
　
　
直
（
新
任
）

□

◎ 

向
島
在
住
者
　
○
向
島
在
勤
者
　
□
地
区
外
在
住
在
勤
者

収入の部収入の部（項目）（項目） （金額）（金額）
11　前年度繰越金　前年度繰越金 990,858990,858円円
22　入会金　入会金  47,000 47,000円円

33　年会費　年会費 230,000230,000円円
44　交流のサロン参加費　交流のサロン参加費  60,000 60,000円円
55　まちづくり講座等事業収入　まちづくり講座等事業収入 240,000240,000円円

66　寄付金　寄付金 650,000650,000円円
合計合計 2,217,8582,217,858円円
支出の部支出の部（項目）（項目） （金額）（金額）

11　ホームページ管理費　ホームページ管理費 100,000100,000円円
22　事務経費　事務経費  50,000 50,000円円
33　資料複写費　資料複写費  50,000 50,000円円

44　　NPONPO法人申請手続き費法人申請手続き費  50,000 50,000円円
55　雑費　雑費  50,000 50,000円円
小計小計 管理費管理費   300,000  300,000円円

66　交流のサロン運営費　交流のサロン運営費 120,000120,000円円
77　向島大学事業費　向島大学事業費 200,000200,000円円
88　向島イヤー参加費　向島イヤー参加費 500,000500,000円円

99　同関連企画事業費　同関連企画事業費 200,000200,000円円
1010　活動記録作成費　活動記録作成費 250,000250,000円円
小計小計 事業費事業費 1,270,0001,270,000円円

1111　予備費　予備費 647,858647,858円円
総計総計 2,217,8582,217,858円円



●
今
回
の
報
告
は
ど
れ
も
、今
は
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

地
域
・
向
島
に
何
層
に
も
重
な
っ
て
き
た
ま
ち
の
潜
在
的
な
力
を
掘

り
起
こ
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

●
橋
内
氏
の
「
向
島
の
自
然
」
は
、
水
と
緑
か
ら
見
た
向
島
に
つ
い

て
の
調
査
の
中
間
報
告
で
す
。
東
向
島
地
区
を
対
象
に
、
地
域
の
水

の
歴
史
的
変
遷
、
江
戸
か
ら
続
く
緑
の
実
際
を
み
て
い
ま
す
。
旧
寺

島
村
の
地
図
に
み
る
隅
田
川
に
向
か
う
６
本
の
水
路
は
、
明
治
期
で

は
水
路
に
道
が
沿
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
大
正
期
に
は
水
路
が
道
に
変

り
ま
す
。
点
在
し
た
た
め
池
は
、
大
正
大
震
災
後
の
人
口
増
加
で
そ

の
数
が
増
え
た
り
し
つ
つ
も
、
農
業
か
ら
工
業
へ
と
地
域
基
盤
が
変

る
に
つ
れ
て
減
っ
て
い
き
ま
す
。
震
災
や
戦
災
な
ど
地
域
の
物
理
的

状
況
の
変
化
、
そ
し
て
社
会
的
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
、
向
島
の

「
水
」
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
、
変
遷
し
て
い
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
百
花
園
や
梅
屋
敷
な
ど
の
民
間
の
緑
の
存
在
が
、
路
地
の
緑
や

新
し
い
緑
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
や
グ
リ
ー
ン
マ
ッ
プ

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
高
木
氏
の
「
初
等
教
育
か
ら
見
た
向
島
」
で
は
、
都
内
二
三
区
で

唯
一
高
等
教
育
機
関
の
な
い
墨
田
区
に
お
い
て
、
産
官
学
協
働
や
向

島
学
会
の
意
味
を
考
え
る
た
め
の
前
提
を
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
、
地

域
に
最
も
身
近
な
教
育
機
関
で
あ
る
小
中
学
校
が
地
域
と
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
、
統
廃
合
と
選
択
制
の
抱
え
る
問
題
に

も
触
れ
つ
つ
、
校
歌
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
選
択
制

に
よ
る
競
争
原
理
の
導
入
が
地
域
の
学
校
の
解
体
へ
と
つ
な
が
り
か

ね
な
い
と
い
う
現
状
は
、
地
域
に
お
け
る
教
育
、
教
育
に
と
っ
て
の

地
域
と
い
う
、
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
き
た
も
の
を
失
わ
せ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
重
要
な
指
摘
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
校
歌

か
ら
み
る
と
、
隅
田
川
は
も
っ
と
も
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
よ
う

で
す
。
自
然
物
に
つ
い
て
い
る
も
の
を
除
い
て
町
名
地
名
が
少
な
い

な
ど
、
特
徴
的
な
様
子
が
と
て
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
柿
岡
邸
の
「
ま
ち
な
み
住
宅
１
０
０
選
」
受
賞
は
、
佐
原
氏
の
紹

介
の
後
、「
１
０
０
選
」
主
催
の
住
宅
生
産
団
体
連
合
会
か
ら
藤
田
氏

に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柿
岡
邸
は
百
花
園
そ
ば
の
３
軒
連

続
す
る
ミ
ニ
開
発
住
宅
を
自
力
建
設
で
内
外
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も

の
で
、
密
集
市
街
地
の
中
で
の
事
例
と
し
て
、
ま
た
、
主
張
を
抑
え

て
、
向
島
ら
し
い
表
情
、
や
わ
ら
か
い
表
情
を
持
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
評
価
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
そ
の
他
、
向
島
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
０
４
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ア
サ

ヒ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
向
島
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
０
４
に
関
し
て
は
、
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
内
容
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
順
次
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

（
文
責
：
大
崎
）

向島学会向島学会・・平成１６年度平成１６年度

報告＝第２回交流のサロン報告＝第２回交流のサロン

●平成１６年度の交流のサロン第２回目です。●平成１６年度の交流のサロン第２回目です。

　参加者は　参加者は5050 名、名、そのうち会員以外の参加者はそのうち会員以外の参加者は2323 名でした。名でした。

○日時　○日時　：：平成１６年５月１５日平成１６年５月１５日（土）　午後１時～３時（土）　午後１時～３時

○会場　○会場　：：現代美術製作所現代美術製作所（墨田区墨田（墨田区墨田1-15-31-15-3　電話　電話03-5630-321603-5630-3216））

○参加費○参加費：：向島学会会員は無料、向島学会会員は無料、会員外は会員外は1,0001,000円／学生は円／学生は500500円円

○○  プログラムプログラム

（１）（１）向島の自然向島の自然 橋内智也橋内智也（慶應大学大学院）（慶應大学大学院）

（２）（２）初等教育から見た向島初等教育から見た向島 高木新太郎高木新太郎（向島学会会長）（向島学会会長）

（３）（３）街にフィットした住まい街にフィットした住まい

－柿岡邸の－柿岡邸の「まちなみ住宅１００選」「まちなみ住宅１００選」受賞にあたって－受賞にあたって－

藤田俶宏藤田俶宏（㈱藤田住環境計画所長）（㈱藤田住環境計画所長）

（４）（４）その他その他

○主催○主催：：向島学会向島学会（（http://www.mukojima.org/http://www.mukojima.org/））

●
交
流
の
サ
ロ
ン
終
了
後
、
同
じ
会

場
で
向
島
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
０
４
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

○
日
時
：
５
月
１
５
日
（
土
）　
３
時
１
５
分
～
５
時

○
会
場
：
現
代
美
術
製
作
所

●
全
体
の
企
画
概
要
と
組
織
体
制
の
説
明
の
ほ
か
、
実
行
委
員
の
紹

介
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
と
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
交
流
の
サ

ロ
ン
か
ら
の
参
加
者
に
セ
レ
モ
ニ
ー
へ
の
参
加
者
が
加
わ
り
、
と
て

も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
話
が
弾
ん
で
、
壇
上
マ
イ

ク
の
声
も
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
の
は
ち
ょ
っ
と
申
し
訳
な
か
っ
た
と

思
い
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
「
向
島
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
０
４
」
に
期
待
を

持
た
せ
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
向
島
法
人
会
会
長
の
飯
田
利
一
氏
が
実
行
委
員
長
に
就
き
、
向
島

学
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
地
域
と
の
よ
り
多
面
的
で
深
み
の
あ

る
関
係
が
生
ま
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
前
向
島
学
会
会
長
の

山
田
勝
巳
氏
も
お
元
気
な
姿
で
、
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
向
島
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
２
０
０
４
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ

仲間になりませんか！仲間になりませんか！
向島学会では、向島学会では、会の目的に賛同し、会の目的に賛同し、活動に主体的に参活動に主体的に参
加するとともに、加するとともに、活動の成果を会に提供する個人を対活動の成果を会に提供する個人を対
象に会員を募っています。象に会員を募っています。具体的には、具体的には、会員２名の推会員２名の推
薦が必要ですが、薦が必要ですが、交流サロンなどに参加していただ交流サロンなどに参加していただ
き、き、その後、その後、会員に申し込まれることをお勧めしてい会員に申し込まれることをお勧めしてい
ます。ます。また、また、向島学会の活動にご協力いただける人や向島学会の活動にご協力いただける人や
団体を賛助会員として募集しています。団体を賛助会員として募集しています。

●入会金　●入会金　3,0003,000円　（学生会員　円　（学生会員　1,0001,000円）円）
●年会費　●年会費　3,0003,000円　（学生会員　円　（学生会員　1,0001,000円）円）
●申し込みは●申し込みは「交流サロン」「交流サロン」やＨＰ等で受け付けまやＨＰ等で受け付けま
す。す。下記に入会金や会費を納入してください。下記に入会金や会費を納入してください。

郵便振り込み郵便振り込み
　記号番号　　記号番号　0110-7-847560110-7-84756　名義　向島学会　名義　向島学会


